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中国人留学生研究奨励金贈呈式

1989年12月18日、上:B3紅 の中国人留学Jと研究

央l」l金川曽主式が、一ッ橋学士合併において行なわ

メモた。

本年度からは 第 3回 を迎えた'1_に基金による

栄励令のほかに な 見康治先生 (本会F4軍)の ご

寄イ」による .代見爪お"F究奨FjJ令Jと IAl)高度自

」7J化技術振lPIRl団のごキ付1こよる 「前度自動化"F

究奨FjJ往」の 2種 が新たに設定された。

優れた業措のある中国人留学生に対し、各奨511

令 (10万円)と 賀状を贈呈することを会告し 本

会会員から推席をメ リ 選 考委員会において似玉

に寄査した結果 受質者は下記の 3名 に決定した。

(氏名 所 月 'f究 題日)

(1111L基 金研究奨励令 i

小志柳 日 本大学大学院工学研究や博士課程

「超高強度ポリマーセメツト系複合休の開発J

O代 兄床'台研究奨励企 |

文忠民 抗 波大学大学院工学研究科博士課程

「超高度電導南膜の作成lEびその微細加工によ

る畳子干渉素子の作成J

(3)高度自動化研究奨励金 十

挙明哲 長 岡技術科学大学大学院工学研究科博

t辞 程

「供造加工の変形シミュレーション次llその結

果による材Frt十加1に開するFlf先」

旧ユ式では 情 日会長から奨励金と賞状が 3拓

の受賞者に贈出された。卿ユ式には/1A会理車のほ

か、町上正!末 亡人、伏先取治先生 経出雅男(RI)

高度自rJtttt術振栄財田理Ⅲ長 Ⅲ 国大使館参専

官劉水切先とにもご列席いただいた。

以下に贈呈式の写真 貨 状のコピー 3氏 から

後日常せられた感融1の言実を掲成する。

貫状を子に '左から林志翔氏 李 明哲氏

文な民氏
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日本大学大学院生 林 志朔

トコンクリー トの分野でも 新 素オオの開発が可能

となります。これからの有機 無 機複合建築材料

の日寺代を迎え そ の分野を背負う一員になりたい

ため 私 は 1987■10月に 同 済 (Ton箇,大 学

時代の思師祝末年教度の紹介で そ の分野を専門

とする日本大学工学部教授の大i賓嘉彦惇士のもと

へ召学しました。

私か籍を置いた日本大学工学部建築学科建築化

学研究室では、コンクリー ト ポ リや一複合体

4杷 批推補強ヨンクリー ト 超 耐久性コンクリー

トなどについて研究を行なっています。私の選た

だ研究テーマは 「超高強度ポリ'一 セメント系複

合14の開発Jで あります。この研究室の一番優れ
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伏児康治研究装励金貨1人の写し

高度由助化研究奨励金4tt状の均|し

野上基金研究奨励金を受賞 して

この度 第 3回 野上茂吉郎記合交lAL基金研究災

励全を受賞し、誠に光栄に若じております。長年

にわた'中 日科学技術友好交流に貫献されたよ町

上茂吉郎先生及びご遺族 ご 推閑頂いた国Pnの大

酒嘉彦教授並びに喬口陰青会長をはじめ 日 中科

学技術交l~協会の皆様のご厚情に心から感静l申し

上げます。

日本のような先進国に比べて 中 国では 石 ⅢJ

工業の副生の製品であるポリマーの連柴への利用

はまだ普及していませた。しかし 石 油資源の豊

かな中国では そ の将来が大いに期待できます。

特に、コンクリー ト ポ リマー複合体の出現は

いわけるハイテクとは無関係とされていたセメン
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た特徴といえば 窪柴材料に関する資料の多いこ

とであります。私は 山 ほどの資料の中に埋れて

はとんどl■k日もな く 毎 日14時間以上の勉5■と研

究を行なっています。その得 られた研究成果とし

て 間 違学会である日本建築学会  日 本コンクリ

ー トエ業協会及び 日本セメン ト協会主催の研究発

表会及び論文集 オ ース トラリアコンクリー トエ

学協会主催の国際会議などに 7件 の学術論文を

発表及び投稿 してお ります。

私費留学生である私が今のように全力を勉強 と

研究にと ぐことができたのは 日 中イJ学技術交流

協会、 日 本大学工学部及び財田法人中村積書会を

どのご援助によるものと,ほってお ります。この 2

"F究災励令を■賞して、災励令をいただいただ

けではなく、,F究業lkも認めていたださまして

非常に哺しく思つております。

ここで 対 切にご指導ごIX増下さった引=口家成

牧授に深 く感謝致しますと共に 日 中科学技術交

Fuに重大な寅駅をなさった府日lE吉会長先生、伏

見康冶先生と日中科学技lT変流協会の皆解に心か

らお1しを中し上げます。

私は日本に来て運がいいと思います。1986年の

末 T度 世界中で酸化物高温超伝導が発見された

ところで、研究室に入った後すぐその邦いブーム

に巻きこまれました。

しかし、光と電子通信力中 F句だつた私にとつて、

超伝尊のlI究は全 く新しい分野でした。真を装置

の使い方の基礎技術から蒔膜の作'方 に能の評

llFまで 勉強しなければならない知識は山のよう

に沢山ありました。自分自身も悩みましたし 先

生と研究室の先輩達 もよく困らせてしまいまし

た。

やっと一昨年 Bi系の新超伝導材料の発見の波

年半にわたった勉強、研究そして生活の面にも

失敗、14折 想像以上の困難などが時々あります。

しかし 中 日友好に熱′いな先生、友人の方々の温

かいご支援を思い出せば 力 が悟増し ど んな因

難があっても未り越えることができます。

近年 中 日両国間の建築材准ゆ 野における科'学

技TIttlttも進んでいます。私は 今 回の受賀を契

機に 自 分自身の中日両国語語学力並びに中匡及

び日本でこれまで学んできた専円知識を活かし

て、ll上茂吉郎先生などの中日科学技術交流に熱

心ケ先裁の方々のように 両 国間の科学技術交流

の一層広 く深い発撰のため 倣 力を尽 くし 寄 与

したいと思っております。

して

筑波大学大学院生 文思民

に乗って Tc(年 lll抗流校)100K以 上の対眺の

作製作成功し、昨年はl1/m」加工技術により 1社!

干渉米子を完成しました。これは超ほ単分野に入

円して、先生や先報、友人の方々に色々と大変お

世話になったわかげだと,思つています。

昨年の 4月 筑 波て日Ⅲ科学技術交流協会主継

の日中超伝導シンポジウムに参加した際に、日中

両国の第一lvtの者名な研究者にお目かかり、中国

人密学生研究奨励金のことも知 りました。

しかし応募のことを思い出したのは督類の受付

け怖切 り日までぎ9ぎ りの一週間前てした。協会

事務局の水谷さんの親切をご指導 筑 拡大の谷"

庄―郎助教授の熱心なご推薦のおかげで、本当に

通よく受賞できたと思っております.

私の禅士課程最後の一年に入る前に、この'」ざ

らしい奨励金を受け、 とてもFllみになります。こ

れから受賞の名誉を守るために、もっと精一
打研

究に源長らなくてはなりませんも同時に 私 のlA

力でできる限り 中 日両国人民の友好と科学技術

の変抗に努力致します。

伏見康治研究奨励金

◇
　
　
工″Ｃ 受賞
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高度自動化研究奨励金を受賞して

この度は 日 中科学技術交lTL協会の高度自動化

研究鋤 金を受賞じ 身 になる光栄に存じます。

私は1986年12月に中国政府派遣留学生として来

日し 翌 年の 4月から新海県長岡市にある国立長

岡技術科学大学の大学暁樽士後期課Tiに入学して

情報 仰llFl工学に関する研究と勉強をしています。

日本に来てT度 3年 になり 後 3ヶ 月で博士課程

を終了することになっている時 こ のような奨励

賞を受賞して ま ことに喜びにたたません。この

機会に当たって、公私にわたつて終始変わらぬUSA

かいご指導とご鞭撻を賜 りました酪師の小林勝敦

授に心から感謝の意を表します。また 暖 かい敗

励の言葉を賜 りました長岡技術利学大学の首野畠

義学長に深 くは謝致 します。また |ヽろいろお世

話にな'ま した怖口陛吉会長、雀田雅男理事を始

め 日 中科学技術交1/L協全の皆様に心から御札を

中し上|ザま|。

中国と日本は 地 理的にも近 く lLR史的にも深

い関係で結ばれており 何 国は文化と生活習慣の

面で共通したものが少なからすあります。そして

長岡技術科学大学大学院生 李 明哲

両国の友好の流れはもはやとどまることができな

い大きな流れとなっております。

現在 日 本は高度成長をとげたFL済大国として

世界のと目を浴びています。一方 中 国は発展途

上国として経済面、科学技術の面ではまだかなり

立ち遅れており、 日本やそのほかの国々の進んだ

科学と技術を学よ必要があります。中国の近代化

のため、また世界の科学技術の一層の発展のため

両国間の科学技術面での交流は大きく役に立つも

のと思われます。

いま、 日本には大勢の留学生が中国から来て

いろいろな分野において日本の優れた科学と技術

について勉9ましています。そして 数 多くの日本

の方々が指導に当たられ、 日 中科学技術変流に力

を尽くし 寄 与をなされております。私はこのよ

うな方々を心から単改しております。

これから 私 は今まで研究じ 勉 強して得た知

識を両国の科学技lrの発展のために役立て 両 国

の科学技1'次流に微力を尽 くしたいと思っていま

す。

〔本会派遣訪中科学者報告〕

一は,年、上海における .第こ回日中
Z■‐属物理

物理治金青!諭全!に 出席した折 北 京と上海て討

i京をする機会を得た。それ以来、私の中国に対す

る関心は高ま' 次 の討論会を心待ちにしていた。

そんなとき矢恭、協会の橋 口会長から訪中を依頼

東京理科大学理学部 坂田 君 子

どれ 十ヽ でもなくお引受けしてしまった。当時

東京大学に客員として来日中の上極畦酸塩布「究所

の段慶瑞先生に中国科学院の訪聞先を相談し つ

たない中国語の共拶をそえて 日 本詩千
受け入れ

な練の手紙をかいたol来く獣 fUするとの返事をす

金属/セラミックス接合訪中記
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ぐ戴 くことが出来 訪 間先は中国科学院の上極桂

酸塩研究所、治金研究所、蔭陽金属研究所が決ま

り そ の他は上海核工程研究設計院、高京の江蘇

冶金研究所、北京有色金属研究総院と盛 ,だ くさ

んになってしまった。橋口会長と協会事務局の水

谷さんのご協力を得て、準備は順調に整い10月30

日から11月12日まで訪中することになった。出発

前夜橋□会長にご接拶の電話をおかけしたとこ

ろ は からずも 「あなたの分野で今後日本で討論

会が開けるかどう力を調べてきて下さい。1と大役

を'pせっかつてしまった。

。上 海

快晴の中を飛行機は飛び 懐 かしい上海に到着

したら、一時帰国していた取先宮が飛行場まで出

迎えて下さった。私の大好きな締安賀悩に宿泊.

嵯磁塩研究所は三度目の前聞である。」;貫神所長

に今回の招待のお札と縮口会長から依頼さイ■たF寸

論合開催についての主旨を伝えた。隣に位置する

ャ白金研究所も訪PIH3じ参凱っ400kvの 高分PIP能ILI子

顕仙銃が入っているのにびつくけ。両打汗究FF員に

対して離減。統いて以前東京の金属材料技術研'究

所に留学じ 私 に 中 国語の手ほどきをして下さ

ったT亜 平先生の新しくなった核工構研究設計院

を訪間 参 観 討 論をした.在 は科学院招行の合

食 段 先生 (男1士)手 作 りの料理による招行 ]

先生宅での″もヽ温まる接待に感欣した。

O高  京

芭か正味一日であつたが、高京の江孫冶金研究

所で講演をした後、私の希望で大平天国の記念舘

を見学し 歴 史の好きな通訳の陶衛国先生から説

明を受けた。南京の落ち着いた実しい街並をゆつ

くりみることができなかったのが残念である。そ

れは高京の飛行場が修理中であつたわ 快 速列車

で_L極ともどり ひ と休みした後 蔭 陽に飛び立

つれであつた。

Of督 陽

夜遅く到者したにも拘らす 姜 錘頂先生 通 訳

の工永成先生他が出迎えそ下さり 夜 の高速道酪

(初めて)を 走つた。今まで見た中国とひと味違

うものを直感した。宣工業地析であるんであろう

か 人 間にも何か室みを感した。芸先生は日本語

がとても上子なので 話 ははすみ金属III究所のは

機の問題までいろいろlalぅことが出来た。工先生

が北阪やテパー トをどに案内して下さった。中国

で一般のテ本一 卜に入ったのはこれが初めてであ

る。夜は訪中中のフィンランドの研究者と共に

李依依国J所長招待のパーティーに出材。次の早は

午前 年 後にわたつて離械 そ の問李依依副所長

と日中討論合について話し合い、更に金材切Fとの

,F究 /j力の要望が出された。朝早 く怖陽を飛び立

ち隈かしの北京へ.

橋陽金属研究所にて '左よ

姜鐘積先生 関 若男先生、

呂航妊先生

り王水成先生

私 李 依な副所長、

上悔駐醸塩研究所にて

私、段虜瑞所長助理

たより'い景坤所長
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o」ヒ 京

飛行場には前回世話になった北京有色金属研究

裕院の外事の社取蘭先生と述卓擢先生が出迎え、

研究院の招待所に入9 早 遊スケジユール打ち合

せ スヶジュール調整は給て社先生がしているが

私が到培する前に私の友人から 直 接杜先生に電

話が入9 す つか り言宮まつているのには驚いた。

2日 間にわたって年前中講演 年 後座談全で活発

な討論と雑談。夜は馬福康院長招行の夕資全や友

差の家への招待 は ては時間がなくて昼食の招待

まですけるはめになつてしまつた。J七京を雑れる

朝早く マ ラツンの迄中だといつて招イ寺所にlr抄

に立ち争られた馬院長の温かさが身にしみた。

何処でも日中交流の要望は熱烈で 心 からの歓

迎を受けた。これに出来る限り答えなければなら

ないという義務感さえ覚える充実 した旅であっ

た。一方 僅 かを朝の時間を利用して 庶 民の活

気あふれる生きざまに触れるため 一 人よらりと

自由市場を見て歩いたり 汽 車のコンパー トアン

トに乗 '合 わせたる汗究者とは全 く具質を人たちど

文字を頼 りに話し合うことて派の本しみは1吉増し

た。私と中国人との付き合いはまだ浅 く,長 い歴

えに青まれた巨大な国をもつ人々の本質を理解す

るには三らない力( 司 し'1の色をもった暁人とし

て切しみを感じすにはいられない。私を初めて中

Eに 招持してくれた有色金属打I究総院のIt先生

が を 材Il巾こ1年間のフェローシ ツプで4月か'っ

来日しているが 大 妻は私の家の近くににみ互い

に交 Itを工ねている.い つのPrlにか私のロヤ切の任

ぃたときは'“大人を自宅にH'んで日本語を教える

dl劫になってしまつた。大妻は
イ
打‖こ人,tす規Hこ

従え」というき栄を覚えてきて ■ '」に'本 の社

会にとけともうとして、■手な人Ⅲ4をlⅢ来るだけ

使ゎずに日本前をしやぺろうとする水tFには破眠

してしまう。

最後に 日 Ⅲll学技術交 Ft協会、中国11キ院

有色研究総暁その他いろいろお世益下さつた方々

に しヽからお|しを申し工げます。

北京有色命属研究Ft院にて 馬相康院長と私

〔本会援助訪日科学者報告〕

清華大学より李文治助教授を迎えて

本年(1990年)2月18日、大阪空港で清筆大学
十オ
号1子を号肴品告羅岳増強号を'韮魯堡格

唇宏禄骨宗を学予畳窪モヒ思唇モ子を;孔晏岳告

大阪大学産業科学研究所 藤 本  文 範

ち着かす2日間待った。ご本人も大変だつたよう
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る材料改質の会議 で十年以上前か ら抑一滝にな

り 巳 如の向綱であ ' 私 の東大時代にも一度研

究二に来訪された。私が78年に訪Ⅲした時もこ々

世話をしていただき 研 究室に もお邪魔をし 今

助教技にもその時おといしている。当時から李教

授は我々の開発したタイナ ミァクミクシンク法に

大変関夕じを示 され  白 らの研究室でも同しような

装置を開発さイ■ 製 作された。そしてタイヤモン

ド状のカードンltの研究をされている.

今助教授のりすは既にイギリスのヤルフォー ト大

学で 1年 余 り,F究さメt tと して ミクランク1こつ

いてのシ ミュレーションを討算さヤt rl々 の行な

った全化十″ン峡の本版 |シリコン)と のユ比界m

での ミクシンク状態での実験結果 と比弦され よ

い一致を得ら'1ている:今 回の31訪についても

このよ|な い面の11究t担 めるのと|」時に 日 本

のこの方耐iの研究 を知 らのが目的 とさ'Lていたの

て こ のタイ十 ミ ークミクシンク法のい出発をり("

打I究 していた人に■1業れヽ阪所のは離ヤLTの'F先■

及t/N日新電機とi卵‐1された(そ してこ11ザっの訪ド|

にウト↑|にはいは銘と妥|)らイしたようである。 と ヽ`

うのは双方とも■にタイナ ミャクミクシンクの技

設だけでなく、分析のための付随の各種装置か売

llrしているからである。rlが中l13を訪問した際に

感したのも 分 析の機器が害しく不足しているこ

とであった。

今回の米訪は阪大の藤本 大 工試のと藤氏とi青

革大学の李に組教授 との日中共同研究であ, 李

教授の方力ヽら日中科学技術協力委員会に提案され

保択され 中 国nⅢでは そ れに対 して今後 5年 PBD

資金援助 (主としてk費 と我々が訪中した時の林

在費)力下H・定されている。こイtに対して我々の方

にはft択の通知もなく資金 (今助教授の訪日中の

林在費 印r究費及び我々の訪中k賞 )は 自ら調達

しなけ,1はならない.→ ll敗投 (おそらく李牧投

も|「こと,て  こ ′オ'かイ(」談でなら|・ r員 会

はH中 合 司で'Hか'Lてホ)くさIL 中 JⅢⅢはや口政

町rが援助するのに出小政的イまれらぬllRとは1ビ解山

来ない イⅢす度も文部4に 話をしてみろとの話だっ

たが 勿 柿イ可度'十」てもkヤ|“ますXIPさアtたこと

1白ら脚1出した会に対して,す ら角ザ,ない1大lLて

あけ Tlし よく14岬Htネないの力!央ⅢⅢであるtこ

のような工j」だけのアブT中 亡″卜次をやっている

と ぃ っかはそのりしね返りがくるのではなかろ 〕

かとに出するのは私だけではなかろ )J

李助教授は予定を2日 門延長して 4月17H姉ヒ

さ|とた, 日中科キ技術交流協全からの体在賀援Jh

に対し心からお|し中し上げる。

く会 告 〉 「日中異種材料界面および接合」討論会

酬 催一泉 定

今私(1990年+11月15日(木)-17日 (■)東京にお

いて表記討論全が開催 されることになりました

最近の新素材開発の流れのなかで 金 属とセラ

ミ′クスを差合したターヒン翼や金属地にセラミ

ックス粒子または繊維を分散させた複合材など、

金属ととラミアクスがいろいろな形態で複合化さ

れた材料がE目 を実めております。そ'■らの材料

は 全 届とセラミ/ク スという具質を物質を相接

して共千させ 互 に干渉し合い そ れぞれの単体

では得られない高度の材料性1とを作りあげており

ます。 しかし そ のような材料にも'さ れた問題

がいろいろとあり 基 礎知兄は 比 |・しも明らか

ではなく 工 業的な課題も多くありますぅ

そこて lR脱 幕常において培わ!iた長い伝抗に

立つ中国の最新のセラミンクス科学技4jと日本で

の当分野の41i究を一宣に会して交抗し 日 中両国

における関連分野の今後の発展に寄与することを

期待して 本 討論会が企画されました。
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本討論会の運営tiは 本 会橋 口隆吉会長を顧間

に 詩 仕lF大'い(本会理事 委 員長)坂 回君子

石田洋
一 須 貫唯知 水 谷亜樹子 (事務局)草 が

当 ,ま す.会 議は11月15日午前 9時より17日正午

までの二 日半開かれますか 中 国十R↓から'F景沖田

長 (中国科学院上れは酸塩研究所長)外 14名 日

本Ⅲl約15名の招待講演 を軸 に討議を行 うことと

しております。

議慎題 目与についてはまだ最終決定にいたって

おりませんが  日 本側 としては金属 とをラミック

スとの界而の旭純 状 態 4■成機れ 学 動などの

基礎テーマからlk合ブロセスにおける現象および

諸□子の幼来 さ らに実H」上の問題など応用にわ

たる前週を担い し こ れまでのチHLを lL叫し 〕十

究松題の北示など 今 後の研究のと民を促すに仕

に立つものにしたいと考えてお ります。

i」柿合は公 rlであり、 多数の参加を41付してお

ります。合ウ 参 加女寺については後日改めてお

対'〕せいたしますが お 問い合せは本会ヨi務局ま

でおW貫いいたします。

第25回理事会議事録

日 時 11989年121118日(月) 1400～ 1は00

14/7 Plr l―ツ橋学士合は 301'ユ

出1市者 '公= 柄 H陸 吉

型車 有 Ⅲ正子 竹 野島義 窪 田雅男

姉ォJむ 卜  柿水  IⅢ   LH車
―

藤日良姓 代 見康治 ⅢJ世情大

以上のに力姿任状出席者17名

1 中 E■l人」年lt布帆 奨励令暗二式にfる ほ考守

の| bヽヤR‐

2 は 児床治打r究装励金資金ク)増額について

3 間 に十定の各日中シンボブウどヽの!信備JJ(■に

ついて

0医療Ji学シンボブウとヽ

3大気fl来シンポナウム

0材料の接合と界両シンrブ ウム

4 最近の中国情勢について

第26回理事会議事録

日 時 11990年3月7日 (水) 1380～ 1800

場 所 |―ツ橋学士会館 309号 ヨ

出席者 i会長 橋 日隆者

卑事 弥 永畠吉 神 原 周  窪 田雅男

鈴木 イ中 土 屋喜一 藤 田真妊

代見康治 宮 島能典

以上のほか委任状出席22名

1 前 回理事会議事録確認

2 新 l■14事推暗について

3 中 国科学院招待訪中者拒施について

4 日 中シンポプウム (日本で開催)準 備の中間

|十 報 」

O界 両 は 合 ,ン ふブウム

②区ll「■常シンよプウム

③大気汚71tシンポブウム

5 本 年度合計の十術的横:ヤ

6  そ の他

藤本 文 化… … 6

〈全■〉日中 「民租tl料界面および核合」

討論会 東 京瑚惟決定… …… …  7

第 25,1理事会議事録… …  …  …  … …  8

第 26回理事会議事録…… … …… …     8
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